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自分らしく生きる 「知っておきたい！」基礎知識

1

1-1 高齢者の家族と世帯

平成28年版 高齢社会白書資料（内閣府）平成27年度 高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況より

65歳以上の高齢者のがいる世帯は全体の46.7％。
その内25.3％が単独世帯、夫婦のみの世帯が30.7％と56％と過半数を占めている。

65歳以上の方がいる世帯の

25.3％が高齢者単独世帯

65歳以上の方がいる世帯の

30.7％が高齢者夫婦世帯

65歳以上の方がいる世帯の

56.0％が高齢者世帯
全世帯の

26.2％が高齢者世帯

住まい



2-1 死亡原因

2-2-1 死亡時の年齢グラフ
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主な死因別死亡数の割合（平成27年）

悪性新生物
28.7％

老衰
6.6％

心疾患
15.2％

肺炎
9.4％

脳血管疾患
8.7％

その他
22.4％

慢性閉塞性肺疾患
（COPD）1.2％

大動脈瘤及び
解離1.3％

自殺1.8％

腎不全1.9％

不慮の事故
3.0％

厚生労働省：平成27年人口動態統計をもとに作成

老衰で亡くなる方は
わずか 6.6％

原因上位は
悪性新生物（ガン）を

はじめとする病気
約2/3・62％
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男性80～89歳
女性は85～94歳



2-2-2 死亡時の年齢（死亡数・死亡率）

性・年齢（５歳階級）別にみた死亡数・死亡率（平成27年）

厚生労働省：平成27年人口動態統計をもとに作成注：１）総数には年齢不詳を含む。

総　数
0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99

100歳以上

年齢階級
死　亡　数 死　亡　率

全体で見ても
約89％が65歳以上

65歳までに
亡くなる
女性7.6％

女性の73.3％が75歳以上、36.1％が90歳以上
75歳まで生きた方の半数が90歳以上生きるということ

男性で90歳以上はわずか13.4％
女性の約1/3

2016年　
日本人の平均寿命＝83.7歳
男性＝80.5歳　女性＝86.7歳

男 女 男女 男 女 男女
666,704

1,473
253
267
836

1,515
1,785
2,324
3,456
6,213
8,657

12,837
19,462
36,139
61,419
76,904
96,965

126,757
120,810

64,596
19,915

3,743

623,724
1,219

199
203
384
586
830

1,224
1,947
3,556
4,883
6,880
9,274

16,076
26,861
37,403
56,496
95,694

135,440
132,574

70,812
21,082

1,290,428 
2,692 

452 
470 

1,220 
2,101 
2,615 
3,548 
5,403 
9,769 

13,540 
19,717 
28,736 
52,215 
88,280 

114,307 
153,461 
222,451 
256,250 
197,170 

90,727 
24,825 

100％
0.2%
0.0%
0.0%
0.1%
0.2%
0.3%
0.4%
0.5%
0.9%
1.3%
1.9%
2.9%
5.5%
9.3%

11.6%
14.7%
19.2%
18.3%

9.8%
3.0%
0.6%

100％

14.4%

35.6%

50.9%

100％
0.2%
0.0%
0.0%
0.1%
0.1%
0.1%
0.2%
0.3%
0.6%
0.8%
1.1%
1.5%
2.6%
4.3%
6.0%
9.1%

15.4%
21.8%
21.3%
11.4%

3.4%

100％

7.6%

19.4%

73.3%

100％
0.2%
0.0%
0.0%
0.1%
0.2%
0.2%
0.3%
0.4%
0.8%
1.1%
1.5%
2.2%
4.1%
6.9%
8.9%

12.0%
17.4%
20.0%
15.4%

7.1%
1.9%

100％

11.1%

27.8%

61.7%

75歳以上の後期高齢者になって亡くなる方は、男性が50.9％それに対し女性は73.3％と1.44倍の比率となっています。
男性は64歳以下で約半数が亡くなっています。女性は90歳以上が約36％、1/3以上が90歳超えの長寿です。
男女全体で見ると、65歳以上で亡くなる方は約89％。
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在宅死＝医師による死亡確認場所。病院搬送は除く。孤独死も計上。
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主な死因場所の割合の推移

諸外国との比較

厚生労働省：平成27年人口動態統計をもとに作成

病院・診療所

老人保健施設・老人ホーム

子との同居率は高く
高齢者単独世帯率は低い

在宅医療を提供する
医療機関は
全体の2～3割

？
しかし
在宅死亡率は低い

8.6％
12.7％

51.0％ 31.0％ 24.2％ 13.4％51.0％ 31.0％ 24.2％ 13.4％

76.6％

自宅

2-3 在宅死（主な死亡場所）

４
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病院･診療所
老人ホームなど
相関関係



3-1-2 介護で必要な費用負担に関して

3-1-1 要介護の原因

5

間接疾患・骨折・転倒は
男性＝10.7％・女性＝29.5％
約3倍

介護にならないために「男性は血管」「女性は下半身」に留意したい！

脳血管疾患は
男性＝26.3％・女性＝12.6％
2倍以上

年金などの収入が42.3％ 子どもからの経済援助は9.9％ 貯蓄の用意が20.3％

介 護
自分らしく生きる 「知っておきたい！」基礎知識



要介護度別生存率曲線

死亡者のサービス開始時と終了時の要介護度の変化

開始時要支援→　死亡時± 1＝70.2％

　〃　要介護１→　〃　± 1＝78.1％

　〃　　〃　２→　〃　± 1＝74.0％

　〃　　〃　３→　〃　± 1＝94.1％

　〃　　〃　４→　〃　± 1＝99.9％

　〃　　〃　５→　〃　± 1＝97.4％

第58巻第2 号「厚生の指標」2011年2 月をもとに作成

鈴鹿医療科学大学　在宅要介護者の要介護度の経年的変化についての研究より

3-2-1 要介護度別生存率曲線
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（上段：人数　下段：割合）

観察期間

要支援

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

生
存
率

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9年
0

20

40

60

80

100％

要介護度別の生存率で最も差が大きくなるのは5年後。要支援の72.3％に対し要介護5では22.2％と、約50％の差。
生存率50％のレベルに達する期間は、要介護5が観察開始後約2年、要介護4が約3年，要介護3が約4年，要介護2が約5年
と、要介護5から2まではほぼ1年間の等間隔。
要介護1では約6.5年、要支援では約8.5年と、その間隔は次第に拡がっている。

3-2-2 要介護度の変化（開始時と終了時）
要介護度別の死亡者の割合―開始時の要介護度のままで死亡する割合が高い死亡と要介護度の関係。
死亡者のサービス利用開始時の要介護度と死亡時の要介護度で比較。
要介護度が変わらなかった者と± 1 段階の要介護度の変化で死亡した者は全体の84.3％。
要介護者はサービス利用開始時点から次第に重度化して死亡に到るとイメージしがちだが開始時の要介護度のままで死亡
する割合の方が高かった。

50％の生存率

5年後の生存率

介護サービス開始時の
死亡時± 1は84.3％

要介護3
5年経過時
生存率40％

絶対数が少なく、参考として紹介

対象数が少ないので参考として紹介

介 護
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平成28年版 高齢社会白書資料（内閣府）
平成27年度 高齢者の健康・福祉：高齢者の介護より

3-3-1 要介護等認定の状況

3-3-2 介護保険サービスの利用状況

65歳～74歳の
要介護の認定数はわずか3％
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施設サービス（入居・入居）を利用しているのは
要介護4では42.2％、要介護5では50.7％

75歳以上の
後期高齢者は23.3％

女性が男性の倍以上

介 護
自分らしく生きる 「知っておきたい！」基礎知識



4-1-1 介護を受けたい場所・最期を迎えたい場所

4-1-2 介護者の続柄（要介護者等からみた主な介護者の続柄）

8

配偶者26.2％、子21.8％、子の配偶者11.2％。同居が61.6％となっている。介護者の年齢は60歳以上が2/3を占めている。

女性が
倍以上

介護は、施設。最期は、自宅。

自宅介護を希望
男性42.2％
女性30.2％

施設を希望
男性48.6％
女性56.4％

介護を受けたい場所 最期を迎えたい場所

介 護
自分らしく生きる 「知っておきたい！」基礎知識



4-2-1 介護・看護での離職に関して

4-2-2 介護・看護で離職した人の年齢
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男女とも50～69歳までが多くを占めている。

女性の離職率は
約80％

介護のため離職する人は
全体の65％

介 護
自分らしく生きる 「知っておきたい！」基礎知識



介護費

75歳以上の医療費
一人当たり約100万円
医療にかからないこと

大きな社会貢献

在宅死＝医師による死亡確認場所。病院搬送は除く。孤独死も計上。

5-1 医療費（年齢階級別医療費）
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国 費
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介護に関わる費用（居宅サービス利用限度額）

健康でいること
要介護状態にならないこと
大きな社会貢献

居宅サービスの利用限度額

要介護3の場合
1年＝3,231,720円
4年＝12,926,880円

要介護5の場合
1年＝4,327,800円
2年＝8,655,600円

要介護度別生存率50％より※平均は、この年数より多くなる

国 費
5-2 介護保険（負担の割合）
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